
















































































































































































● 第 77回（7月 12日）〈シリーズ： 親密圏の異文化問題を考える〉第 6回
「留学生と本音で語ろう！」日本へのまなざし：内と外からのせめぎ合い　
































































































































































・ 2004年の時点で、通訳コストに年間 1億ユーロ。翻訳コストに 1.9億
ユーロ。
































































































































































































講演 “Communicating Corporate Social Responsibility policies on company 
websites: A 5 country comparative study from the world’s leading enter-
prises”
























講演 “Management of the use of English in multinational companies in Cen-
tral Europe”




今年のハーヴァード・ビジネス・レビューに CSV＝Creating Shared 
Valueという新たな概念が提唱され、これまで主流であった企業倫理概念
の CSRに代わるものとして注目され始めているが、これは単に企業と社
会の共存共栄というWin-Win関係に留まるものではなく、現代に生きる
私たちの生き方／働き方に大きい影響力を有するものと考えられる。
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今回のシンポジウムでは、これまで過去 2回のシンポジウムで議論され
た CSRに関連する内容を踏まえながら、また異なる視座からビジネス・
エシックスについて多角的に検討した。特に今回は学生諸氏に当事者意識
を持って参加してもらえるよう両日ともに学生参加パネル・ディスカッ
ションを設けて、〈生きること〉と〈働くこと〉を原理的および実践的な視
座を援用しながら考え、議論し、積極的な学びの場となった。
海外および国内からお招きした研究者の方々は各々の専門分野からリア
ルイシューと密接に結びついた問題提起をしていただき、理論と実践両面
から労働（働くこと）の意味と意義を深く考えることができた。
